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予 定

7 月 日 曜 備 考

2 木

3 金

7 火 第2回の検尿提出
たんぽぽ白アネモネ組

前回未提出者

9時15分

　8月誕生会 13時

23 木   海の日 休 園

24 金 休 園

31 金

◇

◇

夏の生活の仕方を知る。

たくさん遊んだら、静かに休む。

絵本や紙芝居に親しむ。

水を使って楽しく遊ぶ。水を使って楽しく遊ぶ。 水を使って楽しく遊ぶ。

年　少（コスモス組）年　中（アネモネ組）年　長（たんぽぽ組）

 スポーツの日

夏に関する本を読んだり、話を聞いたりする。

好きな場所で安定して遊ぶ。

日本だけでなく、世界中が新型コロナウィルスで大変
な状況下にあります。コロナによって仕事を失い、生
活が大変になり、ストレスが溜まって犯罪も増えてい
ます。わたしたちは日々、生活のこと、健康のこと、
子どものこと、将来のことなど多くのことを考えてい
ますが、考えれば考えるほど不安になってしまいま
す。知らないうちに心が萎えてしまっていることもあ
ると思います。
　マタイによる福音書の山上の説教の中でイエスさま
は「明日のことまで思い悩むな、明日のことは明日自
らが思い悩む。その日の苦労はその日だけで十分であ
る。」と言われています。
どんな時も、「今日」という日を、神さまから与えら
れた恵みの時として感謝して過ごすことは素晴らしい
ことです。今月の聖書の言葉には「喜び」という言葉
が2回繰り返されています。何か良いことがあると喜
び、悪いことが続くと喜べないのは自然なことです
が、「喜び」は選びとることができます。まず、「今
日」という新しい日を、私たちに与えてくださったこ
とを喜び、そしてまた、自分だけの力ではなく、神さ
まの愛と多くの人々の支えによって、「今日」を過ご
すことが許されていることを喜びたいと思います。
過去でもなく未来でもない「今日」に神さまの御業が
現れます。

　未来を築くとは、現在を生きること。
　　　　　　　　アントワーヌ・ド・サン・テグジュペリ

今日一日も神さまの御手の中で
　　　喜びを持って過ごせますように…

平和について身近なことから考える。

保育者や友だちと一緒に遊ぶ中で安心感をもつ。

自分でできることは自分でやろうとする。

年少組は7月中に個人懇談を行う予定です。

　7月誕生会

たなばたを通して、天体や宇宙に興味・関心を
持つ。

ルールを守って遊ぶこと、ゲームすることの楽
しさを知る。

自分でできる着替えをやってみる。

生活リズムを身につける。
身についてきた生活習慣をすすんでできるよう
にする。

夏に関する本を読んだり、話を聞いたりする。

生活リズムを身につける。

平和について身近なことから考える。

簡単なルールのある遊びに参加し、先生や友だち
と一緒に楽しむ。

たくさん遊んだら、静かに休む。

絵本や紙芝居に親しむ。

動植物の世話をする。
発見したことや思ったことを先生や友だちに伝
える。

わからないことや、不思議に思ったことを調べ
る。

絵本や紙芝居に親しむ。

これまでのあそびに変化をつけたり、工夫して
友だちとのあそびを楽しむ。

楽しく踊ったりしながら、自分たちの思ったよ
うに表現する。

予 定

 第一学期　終業

年中・年長組は全体では2学期入ってから行う予定です。

創立記念を覚えて
それぞれのクラスで
幼稚園のお誕生日を
感謝して過ごします

外で遊び、心地よさを感じる。

平和について身近なことから考える。

15 水

7　月　の　予　定

遊びこむ

一人ひとりの中にも神さまに祈りたい気持ちが芽生える

ね が い

きょうを　よろこびいわい
よろこびおどろう

好きな遊びを繰り返し楽しみ、工夫したり探求したりする楽し
さを味わう。

主体的に生活に関わろうとする。


